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　勤務時間外の仕事の連絡は、労働者の心身に

悪影響を及ぼすことが報告されている。このことか

ら、勤務時間外や休日における仕事の連絡への対

応を拒否できる「つながらない権利」が法制化され

ている国もある。また、近年、新型コロナウイルス

感染症の流行により、テレワーク、とりわけ在宅勤

務が急速に普及した。情報通信技術（ICT）を活

用し、働く場所（オフィス等）にとらわれない在宅

勤務は、同様にICTを利用する勤務時間外の仕事

の連絡が生じやすい可能性がある。そこで、働き方

（出社勤務、在宅勤務）と勤務時間外の仕事の連

絡が労働者の健康に及ぼす影響を検討した。

　情報通信業の日勤労働者98名が９日間の観察

調査に参加した。この期間中、参加者は、その日の

働き方（出社勤務、在宅勤務）や勤務時間外の仕

事の連絡時間（電話、メール、既読通知のある・な

いアプリ、ビデオ）、就床前の疲労感や抑うつ感、

仕事との心理的距離感を毎日報告するとともに、

睡眠計の装着により睡眠を客観的に測定した。ま

た、特定日の就床前に単純な反応課題（画面に刺激

が出たらできるだけ早く反応する課題）を実施した。

　その結果、出社勤務日と比べて、在宅勤務日は

勤務時間外の仕事の連絡頻度が高く、１日当たり

の連絡時間も長かった。また、出社勤務日は勤務

時間外の仕事の連絡が長いほど、就床前の疲労

感や抑うつ感が強く、反応課題の見逃し数が少な

かった（覚醒度が高い、つまり就床前にもかかわら

ずより目が覚めていることを意味する）が、在宅勤

務日はこのような影響は見られなかった。さらに、

働き方（出社勤務、在宅勤務）を統計的に調整

し、連絡手段別に勤務時間外における仕事の連絡

の影響を見たところ、ビデオ連絡時間が長いほど

就床前の疲労感が強く、電話連絡が長いほど仕事

との心理的距離がとれておらず、メール連絡時間

が長いほど覚醒度が高かった。

　以上により、勤務時間外の仕事の連絡は、働き

方によって労働者の健康に及ぼす影響が異なり、

特に出社勤務で悪影響が生じること、さらに、働

き方を調整した場合、勤務時間外の仕事の連絡は

就床前の疲労感等に悪影響を及ぼすことが示され

た。現在、わが国では、「つながらない権利」は法

制化されていない。しかし、このような悪影響を考

えると、労働者の健康確保のために、労働者や雇

用者、顧客、その他ステークスホルダーは、勤務時

間外の仕事の連絡を最小限にすることが望まれる

(Ikeda et al., 2023, Occup Environ Med.)。
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